
 

 

 

 

 

 

  第 ４ ４ 号 議 案  

 

 

新 宿 区 特 別 区 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

 

   上 記 の 議 案 を 提 出 す る 。  

 

 

 

    令 和 ６ 年 ４ 月 １ ９ 日  

 

 

 

          提 出 者  新 宿 区 長   吉 住  健 一  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新 宿 区 条 例 第  号  

 

新 宿 区 特 別 区 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

 新 宿 区 特 別 区 税 条 例 （ 昭 和 39 年 新 宿 区 条 例 第 57 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。  

付 則 第 2 条 の 2 の 3 の 次 に 次 の 1 条 を 加 え る 。  

（ 令 和 6 年 能 登 半 島 地 震 災 害 に 係 る 雑 損 控 除 額 等 の 特 例 ）  

第 2 条 の 2 の 4 所 得 割 の 納 税 義 務 者 の 選 択 に よ り 、 法 附 則 第 4 条

の 4 第 4 項 に 規 定 す る 特 例 損 失 金 額 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 特 例

損 失 金 額 」と い う 。）が あ る 場 合 に は 、特 例 損 失 金 額（ 同 条 第 4 項

に 規 定 す る 災 害 関 連 支 出 が あ る 場 合 に は 、 第 3 項 に 規 定 す る 申 告

書 の 提 出 の 日 の 前 日 ま で に 支 出 し た も の に 限 る 。 以 下 こ の 項 及 び

次 項 に お い て 「 損 失 対 象 金 額 」 と い う 。 ） に つ い て 、 令 和 5 年 に

お い て 生 じ た 法 第 314 条 の 2 第 1 項 第 1 号 に 規 定 す る 損 失 の 金 額

と し て 、 こ の 条 例 の 規 定 を 適 用 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お

い て 、 第 17 条 の 規 定 に よ り 控 除 さ れ た 金 額 に 係 る 当 該 損 失 対 象

金 額 は 、 そ の 者 の 令 和 7 年 度 以 後 の 年 度 分 で 当 該 損 失 対 象 金 額 が

生 じ た 年 の 末 日 の 属 す る 年 度 の 翌 年 度 分 の 区 民 税 に 係 る こ の 条 例

の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 損 失 対 象 金 額 が 生 じ た 年 に お い て

生 じ な か つ た も の と み な す 。  

２  前 項 前 段 の 場 合 に お い て 、 第 17 条 の 規 定 に よ り 控 除 さ れ た 金

額 に 係 る 損 失 対 象 金 額 の う ち に 同 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け た 者 と 生

計 を 一 に す る 令 第 48 条 の 6 第 1 項 に 規 定 す る 親 族 の 有 す る 法 附

則 第 4 条 の 4 第 4 項 に 規 定 す る 資 産 に つ い て 受 け た 損 失 の 金 額

（ 以 下 こ の 項 に お い て 「 親 族 資 産 損 失 額 」 と い う 。 ） が あ る と き

は 、 当 該 親 族 資 産 損 失 額 は 、 当 該 親 族 の 令 和 7 年 度 以 後 の 年 度 分

で 当 該 親 族 資 産 損 失 額 が 生 じ た 年 の 末 日 の 属 す る 年 度 の 翌 年 度 分

の 区 民 税 に 係 る こ の 条 例 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 親 族 資 産

損 失 額 が 生 じ た 年 に お い て 生 じ な か つ た も の と み な す 。  

３  第 1 項 の 規 定 は 、 令 和 6 年 度 分 の 第 23 条 第 1 項 又 は 第 4 項 の

規 定 に よ る 申 告 書 （ そ の 提 出 期 限 後 に お い て 区 民 税 の 納 税 通 知 書

が 送 達 さ れ る 時 ま で に 提 出 さ れ た も の 及 び そ の 時 ま で に 提 出 さ れ

た 第 24 条 第 1 項 の 確 定 申 告 書 を 含 む 。 ） に 第 1 項 の 規 定 の 適 用

を 受 け よ う と す る 旨 の 記 載 が あ る 場 合 （ こ れ ら の 申 告 書 に そ の 記



載 が な い こ と に つ い て や む を 得 な い 理 由 が あ る と 区 長 が 認 め る 場

合 を 含 む 。 ） に 限 り 、 適 用 す る 。  

付 則 第 2 条 の 3 中 「 附 則 第 4 条 の 4 第 3 項 」 を 「 附 則 第 4 条 の 5

第 3 項 」 に 改 め る 。  

付 則 第 3 条 の 4 の 次 に 次 の 4 条 を 加 え る 。  

 （ 令 和 6 年 度 分 の 区 民 税 の 特 別 税 額 控 除 ）  

第 3 条 の 5 令 和 6 年 度 分 の 区 民 税 に 限 り 、 法 附 則 第 5 条 の 8 第 4

項 及 び 第 5 項 に 規 定 す る と こ ろ に よ り 控 除 す べ き 区 民 税 に 係 る 令

和 6 年 度 分 特 別 税 額 控 除 額 を 、 前 年 の 合 計 所 得 金 額 が 1,8 05 万 円

以 下 で あ る 所 得 割 の 納 税 義 務 者 （ 次 条 及 び 付 則 第 3 条 の 7 に お い

て 「 特 別 税 額 控 除 対 象 納 税 義 務 者 」 と い う 。 ） の 第 18 条 、 第 19

条 の 2 か ら 第 20 条 の 3 ま で 、 付 則 第 2 条 の 2 の 2 第 2 項 、 付 則

第 3 条 第 1 項 、 付 則 第 3 条 の 3 第 1 項 、 前 条 及 び 付 則 第 5 条 の 2

の 規 定 を 適 用 し た 場 合 の 所 得 割 の 額 か ら 控 除 す る 。  

２  前 項 の 規 定 の 適 用 が あ る 場 合 に お け る 第 20 条 第 2 項 、 第 35 条

の 5 第 1 項 及 び 前 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 第 20 条 第 2 項 及

び 前 条 中 「 附 則 第 5 条 の 6 第 2 項 」 と あ る の は 「 附 則 第 5 条 の 6

第 2 項 及 び 第 5 条 の 8 第 6 項 」 と 、 第 35 条 の 5 第 1 項 中 「 課 し

た 」 と あ る の は 「 付 則 第 3 条 の 5 第 1 項 の 規 定 の 適 用 が な い も の

と し た 場 合 に 課 す べ き 」 と 、 「 の 前 々 年 中 」 と あ る の は 「 の 同 項

の 規 定 の 適 用 が な い も の と し た 場 合 に お け る 前 々 年 中 」と 、「 、前

々 年 中 」 と あ る の は 「 、 付 則 第 3 条 の 5 第 1 項 の 規 定 の 適 用 が な

い も の と し た 場 合 に お け る 前 々 年 中 」 と す る 。  

 （ 令 和 6 年 度 分 の 区 民 税 の 納 税 通 知 書 に 関 す る 特 例 ）  

第 3 条 の 6 令 和 6 年 度 分 の 区 民 税 に 限 り 、 区 民 税 の 納 税 通 知 書 に

記 載 す べ き 各 納 期 の 納 付 額 に つ い て は 、 第 29 条 の 規 定 に か か わ

ら ず 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 ⑴  特 別 税 額 控 除 対 象 納 税 義 務 者 の 特 別 税 額 控 除 前 の 普 通 徴 収 に

係 る 区 民 税 の 額 （ 前 条 第 1 項 の 規 定 の 適 用 が な い も の と し た 場

合 に 算 出 さ れ る 普 通 徴 収 に 係 る 区 民 税 の 額 を い う 。 ） 、 特 別 税

額 控 除 前 の 普 通 徴 収 に 係 る 個 人 の 都 民 税 の 額 （ 法 附 則 第 5 条 の

8 第 1 項 及 び 第 2 項 の 規 定 の 適 用 が な い も の と し た 場 合 に 算 出

さ れ る 普 通 徴 収 に 係 る 個 人 の 都 民 税 の 額 を い う 。 ） 及 び 普 通 徴

収 に 係 る 森 林 環 境 税 の 額 の 合 算 額 （ 以 下 こ の 号 に お い て 「 特 別

税 額 控 除 前 の 普 通 徴 収 に 係 る 個 人 の 住 民 税 の 額 」 と い う 。 ） か



ら そ の 者 の 普 通 徴 収 に 係 る 区 民 税 の 額 、 普 通 徴 収 に 係 る 個 人 の

都 民 税 の 額 及 び 普 通 徴 収 に 係 る 森 林 環 境 税 の 額 の 合 算 額 を 控 除

し た 額 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 普 通 徴 収 の 個 人 の 住 民 税 に 係 る

特 別 税 額 控 除 額 」 と い う 。 ） が そ の 者 の 特 別 税 額 控 除 前 の 普 通

徴 収 に 係 る 個 人 の 住 民 税 の 額 を 4 で 除 し て 得 た 金 額 （ 当 該 金 額

に 1,0 0 0 円 未 満 の 端 数 が あ る と き 、又 は 当 該 金 額 の 全 額 が 1,00 0

円 未 満 で あ る と き は 、 そ の 端 数 金 額 又 は そ の 全 額 を 切 り 捨 て た

金 額 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 分 割 金 額 」 と い う 。 ） に 3 を 乗 じ

て 得 た 金 額 を そ の 者 の 特 別 税 額 控 除 前 の 普 通 徴 収 に 係 る 個 人 の

住 民 税 の 額 か ら 控 除 し た 残 額 に 相 当 す る 金 額 （ 以 下 こ の 項 に お

い て 「 第 1 期 分 金 額 」 と い う 。 ） に 満 た な い 場 合 に は 、 当 該 納

税 通 知 書 に 記 載 す べ き 各 納 期 の 納 付 額 は 、 第 28 条 第 1 項 に 規

定 す る 第 1 期 の 納 期 （ 以 下 こ の 項 、 次 項 及 び 次 条 第 1 項 に お い

て 「 第 1 期 納 期 」 と い う 。 ） に お い て は そ の 者 の 第 1 期 分 金 額

か ら そ の 者 の 普 通 徴 収 の 個 人 の 住 民 税 に 係 る 特 別 税 額 控 除 額 を

控 除 し た 額 と し 、 そ の 他 の そ れ ぞ れ の 納 期 に お い て は そ の 者 の

分 割 金 額 と す る 。  

 ⑵  特 別 税 額 控 除 対 象 納 税 義 務 者 の 普 通 徴 収 の 個 人 の 住 民 税 に 係

る 特 別 税 額 控 除 額 が そ の 者 の 第 1 期 分 金 額 以 上 で あ り 、か つ 、そ

の 者 の 第 1 期 分 金 額 と そ の 者 の 分 割 金 額 と の 合 計 額 に 満 た な い

場 合 に は 、 当 該 納 税 通 知 書 に 記 載 す べ き 各 納 期 の 納 付 額 は 、 第

1 期 納 期 に お い て は な い も の と し 、第 28 条 第 1 項 に 規 定 す る 第

2 期 の 納 期（ 以 下 こ の 項 及 び 次 条 第 1 項 に お い て「 第 2 期 納 期 」

と い う 。 ） に お い て は そ の 者 の 第 1 期 分 金 額 と そ の 者 の 分 割 金

額 と の 合 計 額 か ら そ の 者 の 普 通 徴 収 の 個 人 の 住 民 税 に 係 る 特 別

税 額 控 除 額 を 控 除 し た 額 と し 、第 28 条 第 1 項 に 規 定 す る 第 3 期

の 納 期 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 第 3 期 納 期 」 と い う 。 ） 及 び 同

条 第 1 項 に 規 定 す る 第 4 期 の 納 期 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 第 4

期 納 期 」 と い う 。 ） に お い て は そ の 者 の 分 割 金 額 と す る 。  

 ⑶  特 別 税 額 控 除 対 象 納 税 義 務 者 の 普 通 徴 収 の 個 人 の 住 民 税 に 係

る 特 別 税 額 控 除 額 が そ の 者 の 第 1 期 分 金 額 と そ の 者 の 分 割 金 額

と の 合 計 額 以 上 で あ り 、 か つ 、 そ の 者 の 第 1 期 分 金 額 と そ の 者

の 分 割 金 額 に 2 を 乗 じ て 得 た 金 額 と の 合 計 額 に 満 た な い 場 合 に

は 、 当 該 納 税 通 知 書 に 記 載 す べ き 各 納 期 の 納 付 額 は 、 第 1 期 納

期 及 び 第 2 期 納 期 に お い て は な い も の と し 、 第 3 期 納 期 に お い



て は そ の 者 の 第 1 期 分 金 額 と そ の 者 の 分 割 金 額 に 2 を 乗 じ て 得

た 金 額 と の 合 計 額 か ら そ の 者 の 普 通 徴 収 の 個 人 の 住 民 税 に 係 る

特 別 税 額 控 除 額 を 控 除 し た 額 と し 、 第 4 期 納 期 に お い て は そ の

者 の 分 割 金 額 と す る 。  

 ⑷  特 別 税 額 控 除 対 象 納 税 義 務 者 の 普 通 徴 収 の 個 人 の 住 民 税 に 係

る 特 別 税 額 控 除 額 が そ の 者 の 第 1 期 分 金 額 と そ の 者 の 分 割 金 額

に 2 を 乗 じ て 得 た 金 額 と の 合 計 額 以 上 で あ る 場 合 に は 、 当 該 納

税 通 知 書 に 記 載 す べ き 各 納 期 の 納 付 額 は 、 第 1 期 納 期 、 第 2 期

納 期 及 び 第 3 期 納 期 に お い て は な い も の と し 、 第 4 期 納 期 に お

い て は そ の 者 の 普 通 徴 収 に 係 る 区 民 税 の 額 、 普 通 徴 収 に 係 る 個

人 の 都 民 税 の 額 及 び 普 通 徴 収 に 係 る 森 林 環 境 税 の 額 の 合 算 額 と

す る 。  

２  令 和 6 年 度 分 の 区 民 税 （ 第 1 期 納 期 か ら 第 35 条 第 1 項 の 規 定

に よ り 普 通 徴 収 の 方 法 に よ つ て 徴 収 さ れ る こ と と な つ た も の を 除

く 。 ） を 同 項 の 規 定 に よ り 普 通 徴 収 の 方 法 に よ つ て 徴 収 す る 場 合

に つ い て は 、 前 項 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  

 （ 令 和 6 年 度 分 の 公 的 年 金 等 に 係 る 所 得 に 係 る 区 民 税 に 関 す る 特

例 ）  

第 3 条 の 7 令 和 6 年 度 分 の 区 民 税 に 限 り 、第 35 条 の 2 第 1 項 の 規

定 に よ り 特 別 徴 収 の 方 法 に よ つ て 徴 収 す べ き 公 的 年 金 等 に 係 る 所

得 に 係 る 区 民 税 （ 第 3 項 に お い て 「 年 金 所 得 に 係 る 特 別 徴 収 の 区

民 税 」 と い う 。 ） の 額 及 び 同 条 第 2 項 の 規 定 に よ り 普 通 徴 収 の 方

法 に よ つ て 徴 収 す べ き 公 的 年 金 等 に 係 る 所 得 に 係 る 区 民 税 の 額 に

つ い て は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 ⑴  特 別 税 額 控 除 対 象 納 税 義 務 者 の 特 別 税 額 控 除 前 の 年 金 所 得 に

係 る 区 民 税 の 額 （ 付 則 第 3 条 の 5 第 1 項 の 規 定 の 適 用 が な い も

の と し た 場 合 に 算 出 さ れ る 第 35 条 の 2 第 1 項 に 規 定 す る 前 年

中 の 公 的 年 金 等 に 係 る 所 得 に 係 る 所 得 割 額 及 び 均 等 割 額 （ こ れ

と 併 せ て 賦 課 徴 収 を 行 う 森 林 環 境 税 額 を 含 む 。 以 下 こ の 号 及 び

第 5 号 に お い て 同 じ 。 ） の 合 算 額 （ 以 下 こ の 号 及 び 第 5 号 に お

い て「 年 金 所 得 に 係 る 所 得 割 額 及 び 均 等 割 額 の 合 算 額 」と い う 。）

を い う 。 以 下 こ の 号 及 び 第 3 項 第 1 号 に お い て 同 じ 。 ） か ら そ

の 者 の 年 金 所 得 に 係 る 所 得 割 額 及 び 均 等 割 額 の 合 算 額 を 控 除 し

た 額 （ 以 下 こ の 項 及 び 第 3 項 に お い て 「 年 金 所 得 に 係 る 区 民 税

に 係 る 特 別 税 額 控 除 額 」 と い う 。 ） が そ の 者 の 特 別 税 額 控 除 前



の 普 通 徴 収 に 係 る 区 民 税 の 額 （ 特 別 税 額 控 除 前 の 年 金 所 得 に 係

る 区 民 税 の 額 か ら 特 別 税 額 控 除 前 の 特 別 徴 収 に 係 る 区 民 税 の 額

（ 特 別 税 額 控 除 前 の 年 金 所 得 に 係 る 区 民 税 の 額 の 2 分 の 1 に 相

当 す る 額 を い う 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。 ） を 控 除 し た 額 を

い う 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。 ） を 2 で 除 し て 得 た 金 額 （ 当

該 金 額 に 1,0 0 0 円 未 満 の 端 数 が あ る と き 、 又 は 当 該 金 額 の 全 額

が 1,0 0 0 円 未 満 で あ る と き は 、 そ の 端 数 金 額 又 は そ の 全 額 を 切

り 捨 て た 金 額 。以 下 こ の 項 に お い て「 第 2 期 分 金 額 」と い う 。）

を そ の 者 の 特 別 税 額 控 除 前 の 普 通 徴 収 に 係 る 区 民 税 の 額 か ら 控

除 し た 残 額 に 相 当 す る 金 額 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 第 1 期 分 金

額 」 と い う 。 ） に 満 た な い 場 合 に は 、 第 1 期 納 期 及 び 第 2 期 納

期 に 普 通 徴 収 の 方 法 に よ つ て 徴 収 す べ き 公 的 年 金 等 に 係 る 所 得

に 係 る 区 民 税 の 額 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 普 通 徴 収 対 象 税 額 」

と い う 。）並 び に 第 35 条 の 3 に 規 定 す る 特 別 徴 収 対 象 年 金 給 付

の 支 払 を す る 際 、 特 別 徴 収 の 方 法 に よ つ て 徴 収 す べ き 公 的 年 金

等 に 係 る 所 得 に 係 る 区 民 税 の 額 （ 以 下 こ の 項 及 び 第 3 項 に お い

て 「 特 別 徴 収 対 象 税 額 」 と い う 。 ） は 、 第 1 期 納 期 に お い て は

そ の 者 の 第 1 期 分 金 額 か ら そ の 者 の 年 金 所 得 に 係 る 区 民 税 に 係

る 特 別 税 額 控 除 額 を 控 除 し た 残 額 に 相 当 す る 税 額 、 第 2 期 納 期

に お い て は そ の 者 の 第 2 期 分 金 額 に 相 当 す る 税 額 、 当 該 年 度 の

初 日 の 属 す る 年 の 10 月 1 日 か ら 11 月 30 日 ま で の 間 に お い て

は そ の 者 の 特 別 税 額 控 除 前 の 特 別 徴 収 に 係 る 区 民 税 の 額 を 3 で

除 し て 得 た 金 額 （ 当 該 金 額 に 100 円 未 満 の 端 数 が あ る と き 、 又

は 当 該 金 額 の 全 額 が 100 円 未 満 で あ る と き は 、 そ の 端 数 金 額 又

は そ の 全 額 を 切 り 捨 て た 金 額 。以 下 こ の 項 に お い て「 分 割 金 額 」

と い う 。 ） に 2 を 乗 じ て 得 た 金 額 を そ の 者 の 特 別 税 額 控 除 前 の

特 別 徴 収 に 係 る 区 民 税 の 額 か ら 控 除 し た 残 額 に 相 当 す る 金 額

（ 以 下 こ の 項 に お い て「 10 月 分 金 額 」と い う 。）に 相 当 す る 税

額 、 同 年 12 月 1 日 か ら 翌 年 の 3 月 31 日 ま で の 間 に お い て は そ

の 者 の 分 割 金 額 に 相 当 す る 税 額 と す る 。  

 ⑵  特 別 税 額 控 除 対 象 納 税 義 務 者 の 年 金 所 得 に 係 る 区 民 税 に 係 る

特 別 税 額 控 除 額 が そ の 者 の 第 1 期 分 金 額 以 上 で あ り 、 か つ 、 そ

の 者 の 第 1 期 分 金 額 と そ の 者 の 第 2 期 分 金 額 と の 合 計 額 に 満 た

な い 場 合 に は 、 普 通 徴 収 対 象 税 額 及 び 特 別 徴 収 対 象 税 額 は 、 第

1 期 納 期 に お け る 税 額 は な い も の と し 、 第 2 期 納 期 に お い て は



そ の 者 の 第 1 期 分 金 額 と そ の 者 の 第 2 期 分 金 額 と の 合 計 額 か ら

そ の 者 の 年 金 所 得 に 係 る 区 民 税 に 係 る 特 別 税 額 控 除 額 を 控 除 し

た 残 額 に 相 当 す る 税 額 、当 該 年 度 の 初 日 の 属 す る 年 の 10 月 1 日

か ら 11 月 30 日 ま で の 間 に お い て は そ の 者 の 10 月 分 金 額 に 相

当 す る 税 額 、 同 年 12 月 1 日 か ら 翌 年 の 3 月 31 日 ま で の 間 に お

い て は そ の 者 の 分 割 金 額 に 相 当 す る 税 額 と す る 。  

 ⑶  特 別 税 額 控 除 対 象 納 税 義 務 者 の 年 金 所 得 に 係 る 区 民 税 に 係 る

特 別 税 額 控 除 額 が そ の 者 の 第 1 期 分 金 額 と そ の 者 の 第 2 期 分 金

額 と の 合 計 額 以 上 で あ り 、 か つ 、 そ の 者 の 第 1 期 分 金 額 、 そ の

者 の 第 2 期 分 金 額 及 び そ の 者 の 10 月 分 金 額 の 合 計 額 に 満 た な

い 場 合 に は 、 普 通 徴 収 対 象 税 額 及 び 特 別 徴 収 対 象 税 額 は 、 第 1

期 納 期 及 び 第 2 期 納 期 に お け る 税 額 は な い も の と し 、 当 該 年 度

の 初 日 の 属 す る 年 の 10 月 1 日 か ら 11 月 30 日 ま で の 間 に お い

て は そ の 者 の 第 1 期 分 金 額 、 そ の 者 の 第 2 期 分 金 額 及 び そ の 者

の 10 月 分 金 額 の 合 計 額 か ら そ の 者 の 年 金 所 得 に 係 る 区 民 税 に

係 る 特 別 税 額 控 除 額 を 控 除 し た 残 額 に 相 当 す る 税 額 、同 年 12 月

1 日 か ら 翌 年 の 3 月 31 日 ま で の 間 に お い て は そ の 者 の 分 割 金 額

に 相 当 す る 税 額 と す る 。  

 ⑷  特 別 税 額 控 除 対 象 納 税 義 務 者 の 年 金 所 得 に 係 る 区 民 税 に 係 る

特 別 税 額 控 除 額 が そ の 者 の 第 1 期 分 金 額 、 そ の 者 の 第 2 期 分 金

額 及 び そ の 者 の 10 月 分 金 額 の 合 計 額 以 上 で あ り 、か つ 、そ の 者

の 第 1 期 分 金 額 、 そ の 者 の 第 2 期 分 金 額 、 そ の 者 の 10 月 分 金

額 及 び そ の 者 の 分 割 金 額 の 合 計 額 に 満 た な い 場 合 に は 、 普 通 徴

収 対 象 税 額 及 び 特 別 徴 収 対 象 税 額 は 、 第 1 期 納 期 及 び 第 2 期 納

期 並 び に 当 該 年 度 の 初 日 の 属 す る 年 の 10 月 1 日 か ら 11 月 30

日 ま で の 間 に お け る 税 額 は な い も の と し 、 同 年 12 月 1 日 か ら

翌 年 の 1 月 31 日 ま で の 間 に お い て は そ の 者 の 第 1 期 分 金 額 、そ

の 者 の 第 2 期 分 金 額 、 そ の 者 の 10 月 分 金 額 及 び そ の 者 の 分 割

金 額 の 合 計 額 か ら そ の 者 の 年 金 所 得 に 係 る 区 民 税 に 係 る 特 別 税

額 控 除 額 を 控 除 し た 残 額 に 相 当 す る 税 額 、 同 年 2 月 1 日 か ら 3

月 31 日 ま で の 間 に お い て は そ の 者 の 分 割 金 額 に 相 当 す る 税 額

と す る 。  

 ⑸  特 別 税 額 控 除 対 象 納 税 義 務 者 の 年 金 所 得 に 係 る 区 民 税 に 係 る

特 別 税 額 控 除 額 が そ の 者 の 第 1 期 分 金 額 、 そ の 者 の 第 2 期 分 金

額 、 そ の 者 の 10 月 分 金 額 及 び そ の 者 の 分 割 金 額 の 合 計 額 以 上



で あ る 場 合 に は 、普 通 徴 収 対 象 税 額 及 び 特 別 徴 収 対 象 税 額 は 、第

1 期 納 期 及 び 第 2 期 納 期 並 び に 当 該 年 度 の 初 日 の 属 す る 年 の 10

月 1 日 か ら 翌 年 の 1 月 31 日 ま で の 間 に お け る 税 額 は な い も の

と し 、 同 年 2 月 1 日 か ら 3 月 31 日 ま で の 間 に お い て は そ の 者

の 年 金 所 得 に 係 る 所 得 割 額 及 び 均 等 割 額 の 合 算 額 に 相 当 す る 税

額 と す る 。  

２  前 項 の 規 定 の 適 用 が あ る 場 合 に お け る 第 35 条 の 4 の 規 定 の 適

用 に つ い て は 、 同 条 第 2 項 中 「 年 金 所 得 に 係 る 特 別 徴 収 税 額 を 当

該 年 度 の 初 日 の 属 す る 年 の 10 月 1 日 か ら 翌 年 の 3 月 31 日 ま で の

間 に お け る 当 該 特 別 徴 収 対 象 年 金 所 得 者 に 係 る 特 別 徴 収 対 象 年 金

給 付 の 支 払 の 回 数 で 除 し て 得 た 額 」 と あ る の は 、 「 付 則 第 3 条 の

7 第 1 項 各 号 に 規 定 す る 特 別 徴 収 の 方 法 に よ つ て 徴 収 す べ き 額 」

と す る 。  

３  令 和 6 年 度 分 の 区 民 税 に 限 り 、 年 金 所 得 に 係 る 特 別 徴 収 の 区 民

税 の 額（ 第 1 項 の 規 定 の 適 用 が あ る も の を 除 く 。）に つ い て は 、次

に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 ⑴  特 別 税 額 控 除 対 象 納 税 義 務 者 の 年 金 所 得 に 係 る 区 民 税 に 係 る

特 別 税 額 控 除 額 が そ の 者 の 特 別 税 額 控 除 前 の 特 別 徴 収 に 係 る 区

民 税 の 額 （ 特 別 税 額 控 除 前 の 年 金 所 得 に 係 る 区 民 税 の 額 か ら 第

35 条 の 5 第 1 項 に 規 定 す る 年 金 所 得 に 係 る 仮 特 別 徴 収 税 額 を 控

除 し た 額 を い う 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。 ） を 3 で 除 し て 得

た 金 額 （ 当 該 金 額 に 100 円 未 満 の 端 数 が あ る と き 、 又 は 当 該 金

額 の 全 額 が 100 円 未 満 で あ る と き は 、 そ の 端 数 金 額 又 は そ の 全

額 を 切 り 捨 て た 金 額 。以 下 こ の 項 に お い て「 分 割 金 額 」と い う 。）

に 2 を 乗 じ て 得 た 金 額 を そ の 者 の 特 別 税 額 控 除 前 の 特 別 徴 収 に

係 る 区 民 税 の 額 か ら 控 除 し た 残 額 に 相 当 す る 金 額 （ 以 下 こ の 項

に お い て「 10 月 分 金 額 」と い う 。）に 満 た な い 場 合 に は 、特 別

徴 収 対 象 税 額 は 、 当 該 年 度 の 初 日 の 属 す る 年 の 10 月 1 日 か ら

11 月 30 日 ま で の 間 に お い て は そ の 者 の 10 月 分 金 額 か ら そ の 者

の 年 金 所 得 に 係 る 区 民 税 に 係 る 特 別 税 額 控 除 額 を 控 除 し た 残 額

に 相 当 す る 税 額 、 同 年 12 月 1 日 か ら 翌 年 の 3 月 31 日 ま で の 間

に お い て は そ の 者 の 分 割 金 額 に 相 当 す る 税 額 と す る 。  

 ⑵  特 別 税 額 控 除 対 象 納 税 義 務 者 の 年 金 所 得 に 係 る 区 民 税 に 係 る

特 別 税 額 控 除 額 が そ の 者 の 10 月 分 金 額 以 上 で あ り 、か つ 、そ の

者 の 10 月 分 金 額 と そ の 者 の 分 割 金 額 と の 合 計 額 に 満 た な い 場



合 に は 、特 別 徴 収 対 象 税 額 は 、当 該 年 度 の 初 日 の 属 す る 年 の 10

月 1 日 か ら 11 月 3 0 日 ま で の 間 に お け る 税 額 は な い も の と し 、同

年 12 月 1 日 か ら 翌 年 の 1 月 31 日 ま で の 間 に お い て は そ の 者 の

10 月 分 金 額 と そ の 者 の 分 割 金 額 と の 合 計 額 か ら そ の 者 の 年 金

所 得 に 係 る 区 民 税 に 係 る 特 別 税 額 控 除 額 を 控 除 し た 残 額 に 相 当

す る 税 額 、 同 年 2 月 1 日 か ら 3 月 31 日 ま で の 間 に お い て は そ

の 者 の 分 割 金 額 に 相 当 す る 税 額 と す る 。  

 ⑶  特 別 税 額 控 除 対 象 納 税 義 務 者 の 年 金 所 得 に 係 る 区 民 税 に 係 る

特 別 税 額 控 除 額 が そ の 者 の 10 月 分 金 額 と そ の 者 の 分 割 金 額 と

の 合 計 額 以 上 で あ る 場 合 に は 、 特 別 徴 収 対 象 税 額 は 、 当 該 年 度

の 初 日 の 属 す る 年 の 10 月 1 日 か ら 翌 年 の 1 月 31 日 ま で の 間 に

お け る 税 額 は な い も の と し 、 同 年 2 月 1 日 か ら 3 月 31 日 ま で

の 間 に お い て は そ の 者 の 第 35 条 の 5 第 2 項 の 規 定 に よ り 読 み

替 え ら れ た 第 35 条 の 2 第 1 項 に 規 定 す る 年 金 所 得 に 係 る 特 別

徴 収 税 額 に 相 当 す る 税 額 と す る 。  

４  前 項 の 規 定 の 適 用 が あ る 場 合 に お け る 第 35 条 の 4 の 規 定 の 適

用 に つ い て は 、 同 条 第 2 項 中 「 年 金 所 得 に 係 る 特 別 徴 収 税 額 を 当

該 年 度 の 初 日 の 属 す る 年 の 10 月 1 日 か ら 翌 年 の 3 月 31 日 ま で の

間 に お け る 当 該 特 別 徴 収 対 象 年 金 所 得 者 に 係 る 特 別 徴 収 対 象 年 金

給 付 の 支 払 の 回 数 で 除 し て 得 た 額 」 と あ る の は 、 「 付 則 第 3 条 の

7 第 3 項 各 号 に 規 定 す る 特 別 徴 収 の 方 法 に よ つ て 徴 収 す べ き 額 」

と す る 。  

５  令 和 6 年 度 分 の 区 民 税 に つ き 第 35 条 の 6 第 1 項 の 規 定 の 適 用

が あ る 場 合 に つ い て は 、 前 各 項 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  

 （ 令 和 7 年 度 分 の 区 民 税 の 特 別 税 額 控 除 ）  

第 3 条 の 8 令 和 7 年 度 分 の 区 民 税 に 限 り 、 法 附 則 第 5 条 の 12 第 3

項 及 び 第 4 項 に 規 定 す る と こ ろ に よ り 控 除 す べ き 区 民 税 に 係 る 令

和 7 年 度 分 特 別 税 額 控 除 額 を 、 同 条 第 3 項 に 規 定 す る 特 別 税 額 控

除 対 象 納 税 義 務 者 の 第 18 条 、 第 19 条 の 2 か ら 第 20 条 の 3 ま

で 、 付 則 第 2 条 の 2 の 2 第 2 項 、 付 則 第 3 条 第 1 項 、 付 則 第 3 条

の 3 第 1 項 、 付 則 第 3 条 の 4 及 び 付 則 第 5 条 の 2 の 規 定 を 適 用 し

た 場 合 の 所 得 割 の 額 か ら 控 除 す る 。  

付 則 第 4 条 第 2 項 中 「 前 条 」 を 「 付 則 第 3 条 の 4」 に 改 め 、 同 条

第 3 項 中「 第 20 条 の 3 第 1 項 」の 次 に「 、付 則 第 3 条 の 5 第 1 項 及

び 前 条 」 を 加 え 、「 同 項 」 を 「 第 20 条 の 3 第 1 項 」 に 、「 、「 前 3



条 」を「「 前 3 条 」に 改 め 、「 付 則 第 4 条 第 2 項 」」の 次 に「 と 、付

則 第 3 条 の 5 第 1 項 中 「 前 条 及 び 」 と あ る の は 「 前 条 、 付 則 第 4 条

第 2 項 及 び 」 と 、 前 条 中 「 付 則 第 3 条 の 4 及 び 」 と あ る の は 「 付 則

第 3 条 の 4、 次 条 第 2 項 及 び 」 」 を 加 え る 。  

付 則 第 8 条 第 3 項 に 次 の 1 号 を 加 え る 。  

⑸  付 則 第 3 条 の 5 及 び 付 則 第 3 条 の 8 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、付 則 第 3 条 の 5 第 1 項 及 び 付 則 第 3 条 の 8 中「 所 得 割 の 額 」

と あ る の は 、 「 所 得 割 の 額 並 び に 付 則 第 8 条 第 1 項 の 規 定 に よ

る 区 民 税 の 所 得 割 の 額 」 と す る 。  

付 則 第 9 条 第 3 項 に 次 の 1 号 を 加 え る 。  

⑸  付 則 第 3 条 の 5 及 び 付 則 第 3 条 の 8 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、付 則 第 3 条 の 5 第 1 項 及 び 付 則 第 3 条 の 8 中「 所 得 割 の 額 」

と あ る の は 、 「 所 得 割 の 額 並 び に 付 則 第 9 条 第 1 項 の 規 定 に よ

る 区 民 税 の 所 得 割 の 額 」 と す る 。  

 付 則 第 10 条 第 3 項 に 次 の 1 号 を 加 え る 。  

⑸  付 則 第 3 条 の 5 及 び 付 則 第 3 条 の 8 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、付 則 第 3 条 の 5 第 1 項 及 び 付 則 第 3 条 の 8 中「 所 得 割 の 額 」

と あ る の は 、「 所 得 割 の 額 並 び に 付 則 第 10 条 第 1 項 の 規 定 に よ

る 区 民 税 の 所 得 割 の 額 」 と す る 。  

付 則 第 12 条 第 5 項 に 次 の 1 号 を 加 え る 。  

⑸  付 則 第 3 条 の 5 及 び 付 則 第 3 条 の 8 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、付 則 第 3 条 の 5 第 1 項 及 び 付 則 第 3 条 の 8 中「 所 得 割 の 額 」

と あ る の は 、「 所 得 割 の 額 並 び に 付 則 第 12 条 第 1 項 の 規 定 に よ

る 区 民 税 の 所 得 割 の 額 」 と す る 。  

付 則 第 13 条 第 2 項 に 次 の 1 号 を 加 え る 。  

⑸  付 則 第 3 条 の 5 及 び 付 則 第 3 条 の 8 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、付 則 第 3 条 の 5 第 1 項 及 び 付 則 第 3 条 の 8 中「 所 得 割 の 額 」

と あ る の は 、「 所 得 割 の 額 並 び に 付 則 第 13 条 第 1 項 の 規 定 に よ

る 区 民 税 の 所 得 割 の 額 」 と す る 。  

付 則 第 14 条 第 2 項 に 次 の 1 号 を 加 え る 。  

⑸  付 則 第 3 条 の 5 及 び 付 則 第 3 条 の 8 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、付 則 第 3 条 の 5 第 1 項 及 び 付 則 第 3 条 の 8 中「 所 得 割 の 額 」

と あ る の は 、「 所 得 割 の 額 並 び に 付 則 第 14 条 第 1 項 の 規 定 に よ

る 区 民 税 の 所 得 割 の 額 」 と す る 。  

付 則 第 14 条 の 2 第 2 項 に 次 の 1 号 を 加 え る 。  



⑸  付 則 第 3 条 の 5 及 び 付 則 第 3 条 の 8 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、付 則 第 3 条 の 5 第 1 項 及 び 付 則 第 3 条 の 8 中「 所 得 割 の 額 」

と あ る の は 、 「 所 得 割 の 額 並 び に 付 則 第 14 条 の 2 第 1 項 の 規

定 に よ る 区 民 税 の 所 得 割 の 額 」 と す る 。  

付 則 第 14 条 の 2 第 5 項 に 次 の 1 号 を 加 え る 。  

⑸  付 則 第 3 条 の 5 及 び 付 則 第 3 条 の 8 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、付 則 第 3 条 の 5 第 1 項 及 び 付 則 第 3 条 の 8 中「 所 得 割 の 額 」

と あ る の は 、 「 所 得 割 の 額 並 び に 付 則 第 14 条 の 2 第 3 項 後 段

の 規 定 に よ る 区 民 税 の 所 得 割 の 額 」 と す る 。  

付 則 第 14 条 の 3 第 2 項 に 次 の 1 号 を 加 え る 。  

⑸  付 則 第 3 条 の 5 及 び 付 則 第 3 条 の 8 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、付 則 第 3 条 の 5 第 1 項 及 び 付 則 第 3 条 の 8 中「 所 得 割 の 額 」

と あ る の は 、 「 所 得 割 の 額 並 び に 付 則 第 14 条 の 3 第 1 項 の 規

定 に よ る 区 民 税 の 所 得 割 の 額 」 と す る 。  

付 則 第 14 条 の 3 第 5 項 に 次 の 1 号 を 加 え る 。  

⑸  付 則 第 3 条 の 5 及 び 付 則 第 3 条 の 8 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、付 則 第 3 条 の 5 第 1 項 及 び 付 則 第 3 条 の 8 中「 所 得 割 の 額 」

と あ る の は 、 「 所 得 割 の 額 並 び に 付 則 第 14 条 の 3 第 3 項 後 段

の 規 定 に よ る 区 民 税 の 所 得 割 の 額 」 と す る 。  

 

   附  則  

 

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 （ 提 案 理 由 ）  

地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 6 年 法 律 第 4 号 ） の 施 行

に よ る 地 方 税 法（ 昭 和 25 年 法 律 第 226 号 ）の 改 正 等 に 伴 い 、特 別 区

民 税 の 特 別 税 額 控 除 に 関 し 必 要 な 事 項 及 び 令 和 6 年 能 登 半 島 地 震 災

害 に 係 る 雑 損 控 除 額 等 の 特 例 を 定 め る 必 要 が あ る た め  

 


